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●支給額　１回当たり６０，０００円
●支給対象

次の①～⑤のすべてに該当する要介護者と６カ月間以
上同居し、生計を同じくしている介護者
①基準日の６カ月前から市に住民登録している人
②介護保険制度の要介護認定が、基準日前６カ月間
継続して要介護３～５に該当していると認められ
た人や、それに相当する寝たきりや認知症の人
③入院・施設入所・短期入所等の日数が、基準日前
６カ月の間に４４日以下の人
④基準日前６カ月の間に特別障害者手当を受けてい
ない人
⑤基準日前６カ月の間に生活保護を受けている介護
者に介護されていない人

問合せ　高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１
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介
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介
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。

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

の
基
準
日
に
対
象
と
な
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れ
る
人
に
、
す
で
に
通

知
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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伊豆の国市でイベント開催！

演 劇

オペ
ラ

合 唱

温 泉

歴 史

文 学

問合せ　第２４回国民文化祭伊豆の国市実行委員会
（アクシスかつらぎ文化振興課内）
電話０５５‐９４８‐０２２５
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次
の
人
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己
負
担
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合
が『
一
割
』に

●申請期間　１月６日（火）～３０日（金）
土・日・祝日を除く８：３０～１７：１５、木曜日は１９：００まで

●申請場所　高齢者支援課（大仁庁舎）
市民サービス課（伊豆長岡庁舎）
韮山市民サービス課（韮山庁舎）

●持ち物　印鑑、振込先の通帳（ゆうちょ銀行の場合は一部郵便局での
手続きが必要）、申請書（申請書の送付があった人のみ）

口座振替に変更すると？

年金天引きで納めた保険料は、本人
の社会保険料控除として適用されま
す。口座振替に変更すると、口座振替
で支払った人の社会保険料控除として
適用できます（確定申告が必要）。
＊預金残高不足等で口座振替ができ
ず、滞納が発生した場合、年金天引
きで納めてもらう場合があります。
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象
と
な
る
人

現
在
、
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己
負
担
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齢
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収
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一
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収
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〜
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収
入
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し
ま
す
。

１月～申請が必要です！

申
請
が
不
要
な
人

●
今
ま
で
ど
お
り
、
年
金
天
引
き

で
保
険
税（
料
）を
支
払
う
人

●
す
で
に
支
払
方
法
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を
提
出
し
、
口
座
振
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に
な
っ

て
い
る
人

受
付
　
一
月
五
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月
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ら
随
時
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金
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引
き
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一
月
末
ま
で
の
申
請：

四
月
か
ら

二
月
以
降
の
申
請：

翌
々
月
か
ら

４月～申請が必要です！

申請受付 国保年金課（伊豆長岡庁舎）、韮山市民サービス課（韮山
庁舎）、大仁市民サービス課（大仁庁舎）

問 合 せ 国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５

静
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催
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催
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岡
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。

市
民
の
皆
さ
ん
が
培
っ
て

き
た
文
化
の
成
果
は
も
ち
ろ

ん
、
温
泉
や
歴
史
な
ど
が
育

ん
だ
独
自
の
文
化
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全
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に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
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伊
豆
の
国
市
で
は
、
坦
庵

公
の
功
績
に
着
目
し
た
六
つ

の
祭
典
を
開
催
し
ま
す
。

演劇『江川太郎左衛門英龍伝』
藤田弓子さんプロデュースの創作劇『坦庵（仮称）』や
アマチュア・プロ・高校生の３ステージを披露

創作オペラ『江川太郎左衛門』熱き心の火
公開オーディションで選ばれた『市民オペラ伊豆
の国』による創作オペラを上演

合唱の祭典　●合唱団員募集中（本紙Ａ＆Ｊｎｅｗｓ参照）
公募で誕生した記念合唱団『伊豆の国』が、松下耕氏の
創作曲を演奏、全国から合唱団が参加して合唱を競演

華の舞＆下駄ダンスコンテスト
華麗な芸妓

げいぎ

踊りや文人墨客
ぼっかく

展、全国から
参加した団体が下駄でパフォーマンス。

歴史発見！そこが知りたいin伊豆の国
歴史ガイドツアーや歴史文化特別展、坦庵
公の業績について歴史シンポジウム開催

伊豆の国を愛した文豪たち
文豪たちゆかりの品の特別展、執筆活動し
た常宿を紹介、湯けむり映画祭を開催

希
望
者
全
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が

口
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で
納
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で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
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と
後
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き
で
支
払
っ

て
い
る
人
は
、
四
月
か
ら
希
望
者
全
員

が
、
口
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変
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で
き
ま
す
。

坦庵公を全国へ発信


